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言葉には　笑顔の種が　つまっている（野寄史
ふみえ

笑・日の里中１年）一人ひとり　相手を思い　支えあい（米
よねき

来明日香・自由ヶ丘中３年）

　市が「元気な市民と、元気
なまちづくり」につながる活
動を支援する「人づくりでま
ちづくり事業」。宗像ユリッ
クスで６月27日、市民劇団
「夢かなた」による「ピアニ
スト」が上演されました。
　劇団「夢かなた」が「人づ
くりでまちづくり事業」に採
択されたのは本年度が初め
て。「むなかたに大人の演劇文化を広げよう！」が、この団体の事
業目標です。
　劇団員10人、ボランティアスタッフ３人によって立ち上げられ
た「夢かなた」は、演劇を通した人材育成や宗像の地域に残る歴
史や伝説、現代社会における問題提起など幅広いテーマを題材と
して、地域のネットワークを生かした演劇制作を目指しています。
　今回上演された「ピアニスト」の主人公は、50歳代の男性。妻
と子どもの３人暮らし。ピアノ講師に教習を依頼するも、教えて
もらうのは子どもではなく自分自身。哀愁漂う主人公が周りの雑
音に惑わされることなく一生懸命に練習に励み、子どもたちに混
じって発表会で演奏する姿に会場は感動に包まれました。
　劇団員のみなさんは、この公演を迎えるまでに４カ月間、宗像
ユリックスなどの公共施設で練習を重ねてきました。プロ顔負け
の芝居を展開する劇団員のレベルの高さに感動。次回はどんな舞
台が繰り広げられるのか、たいへん楽しみです。

【劇団夢かなた主宰・横山和彦さん（34歳）】
　セリフをはっきりと客席へ届けること、表情をしっかり見
せること、心を込めること。このことをテーマに、すべての
劇団員が一生懸命練習してきました。思っていた以上の反響
の大きさ、この劇に込めた思いを発信できたことをうれしく
思います。

　
改
正
貸
金
業
法
が
６
月
18

日
に
完
全
施
行
さ
れ
、
借
り

入
れ
総
額
が
年
収
の
３
分
の

１
ま
で
に
な
る
な
ど
、
貸
金

業
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

現
金
が
簡
単
に
手
に
入
る
と

誘
う
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金

化
」
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
、

消
費
者
庁
も
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

■
事
例

　

看
板
を
見
て
店
舗
へ

行
っ
た
ら
、「
10
万
円

の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ

５
本
、
計
50
万
円
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購

入
す
れ
ば
、
40
万
円
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

（
返
金
）
し
ま
す
」
と
説
明

さ
れ
た
。
そ
の
場
で
40
万
円

を
受
け
取
っ
た
が
、
翌
月
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
50
万
円

の
請
求
書
が
届
き
、
ス
ト

ラ
ッ
プ
に
価
値
は
な
く
、
差

し
引
き
10
万
円
の
損
を
し
た

こ
と
に
気
づ
い
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

は
、
後
払
い
で
買
物
す
る

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
」
と
現

金
を
借
り
入
れ
る
「
キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
枠
」
が
あ
り
ま
す
。

　「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現

金
化
」
と
は
、
カ
ー
ド
の
買

物
の
機
能
を
、
現
金
を
借
り

る
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
で

す
。事
例
の
よ
う
な「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
方
式
」と
、売
っ

た
商
品
を
買
い
戻
す
「
買
取

屋
方
式
」
な
ど
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　
相
談
者
は
、
40
万
円
を
受

け
取
り
ま
し
た
が
、
１
カ
月

後
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
50

万
円
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
40
万
円
を
借
り

て
、
１
カ
月
後
に
利
息
10
万

円
を
加
え
て
返
済
す
る
こ
と

と
同
じ
で
、
結
局
、
年
利
３

０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
超
高
金

利
で
借
金
を
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
注
意

▽
換
金
目
的
で
の
カ
ー
ド
利

用
は
、「
カ
ー
ド
会
員
規

約
」
違
反
と
な
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
残
金
を

一
括
請
求
さ
れ
、
カ
ー
ド

の
利
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す

▽
一
時
的
に
現
金
を
手
に
し

て
も
、
そ
れ
よ
り
高
い
金

額
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
結
局
は
自
分
の
債
務

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
▽
詐
欺
罪
な
ど
の
犯
罪
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

安
易
な
利
用
は
や
め
ま

し
ょ
う

■
早
め
に
相
談
を
…

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
多
重
債
務
で
悩
ん
で
い

る
人
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
困
っ
た
な
と

思
っ
た
ら
、
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■県弁護士会
　毎週土曜日
　10：00〜13：00
＊祝日は休み
� ☎092（721）6778

多重債務電話相談
■福岡財務支局
　毎週月〜金曜日
　9：00〜17：00
＊年末年始、祝日は休み
� ☎092（411）7291

熱演する劇団員

人づくりでまちづくり事業

劇団「夢かなた」公演
「ピアニスト」

劇団「夢かなた」公演
「ピアニスト」

演劇に思いを込めて…

消費者庁も注意喚起消費者庁も注意喚起

クレジットカードの
現金化

【
お
わ
び
】
広
報
紙
７
月
15
日
号
15
ペ
ー
ジ
、
人
づ
く
り
で
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
元
気
な
島
づ
く
り
事
業
の
中
で
、
コ
メ
ン
ト
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
正
）「
自
由
の
森
遊
歩
道
を
守
る
会
」
の
宮
本
鎮
郎
（
し
ず
お
）
さ
ん
が
、「
こ
の
活
動
は
、
自
由
ヶ
丘
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
民
活
動
団
体
の
里
山
の
会
と
の
連
携
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
…
…
」　

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
活
動
交
流
室　

☎
（
36
）
０
３
１
１

■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

第41回

福
教
大
生
も
合
流

島
に
溶
け
込
ん
だ

協
働
が
目
白
押
し

　

１
８
７
人
の
島
民
が
暮
ら
す
地
島
。
こ
こ
が
今
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
主
舞
台
に
な
り
そ
う
な
「
上
げ
潮
」
ぶ
り
で
す
。
島
の

課
題
へ
の
取
り
組
み
、
夢
へ
の
挑
戦
、
島
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
づ
く
り
な
ど
…
。
玄
界
灘
の
潮
風
の
中
に
浮

か
ぶ
「
ま
ち
づ
く
り
交
差
点
」
の
感
さ
え
あ
り
ま
す
。
今
回
か
ら
、

こ
の
小
さ
な
島
の
大
き
な
う
ね
り
を
紹
介
し
ま
す
。

�

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
活
動
交
流
室　

☎
（
36
）
０
３
１
１

　
梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
っ
た

７
月
７
日
、
地
島
の
白
浜
湾

内
を
８
艘
の
小
さ
な
伝
馬
船

が
ひ
し
め
き
合
う
よ
う
に
走

り
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
恒
例
の
「
櫓

（
ろ
）
こ
ぎ
体
験
」。
伝
馬
船

に
は
、
幼
稚
園
児
６
人
、
小

学
生
12
人
に
福
岡
教
育
大
学

（
福
教
大
）
の
学
生
14
人
が

合
流
、
さ
ら
に
先
生
や
保
護

者
も
乗
り
込
ん
で
、
船
か
ら

こ
ぼ
れ
落
ち
そ
う
で
す
。

　「
大
学
と
地
島
を
結
ぶ
地

域
交
流
」。
こ
れ
が
、
同
大

学
の
中
島
亨
准
教
授
の
研
究

室
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
で

す
。
留
学
生
を
含
む
学
生
た

ち
が
、
島
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
で
異
文
化
に
触
れ
、

異
世
代
交
流
を
体
験
し
、
さ

ら
に
は
小
学
校
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
い
か

に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る

か
を
知
る
こ
と
。
市
が
進
め

る「
元
気
な
島
づ
く
り
事
業
」

に
名
乗
り
を
上
げ
た
同
研
究

室
の
行
動
第
一
弾
が
こ
の
日

で
し
た
。

　
難
し
い
櫓
こ
ぎ
に
汗
を
流

し
た
後
、
み
ん
な
の
様
相
が

一
変
。
水
掛
け
合
戦
が
始

ま
っ
た
の
で
す
。
最
初
こ
そ

遠
慮
が
ち
だ
っ
た
の
で
す

が
、
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー

ト
。
子
ど
も
や
学
生
た
ち
の

歓
声
と
水
し
ぶ
き
の
中
で
、

と
う
と
う
船
を
操
る
は
ず
の

漁
師
さ
ん
ま
で
が
「
参
戦
」。

ま
る
で
船
合
戦
の
あ
り
さ
ま

で
す
。

　
こ
の
光
景
を
う
な
ず
き
な

が
ら
見
て
い
た
の
は
、
同
大

学
前
講
師
の
船
津
建
先
生
。

５
年
前
に
こ
の
取
り
組
み
を

大
学
側
か
ら
仕
掛
け
、
今
年

か
ら
中
島
教
室
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
た
人
で
す
。
こ
の

日
は
「
後
見
役
」
と
し
て

島
に
来
て
い
ま
し
た
。「
最

初
の
こ
ろ
は
、
こ
う
は
い
か

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。『
大

学
が
島
に
何
を
し
に
来
た

と
？
』
っ
て
感
じ
で
ね
…
」

と
船
津
先
生
。
今
で
は
、
島

で
会
う
人
ご
と
に
「
よ
う
、

よ
う
！
」
と
話
が
で
き
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
島
研
究
室
に
と
っ
て
心

強
い
の
は
、
船
津
先
生
が
今

後
も
「
で
き
る
限
り
同
行
し

た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
こ

と
。
大
学
と
地
島
を
結
ぶ
糸

は
さ
ら
に
強
度
を
増
し
そ
う

で
す
。

　
今
年
、
地
島
で
は
協
働
の

取
り
組
み
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
福
教
大
の
ほ
か
に
、
①

島
外
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
流
大
会
②
地
島
イ
ノ
シ

シ
対
策
グ
ル
ー
プ
③
さ
ざ
え

の
会
（
島
の
食
材
に
よ
る
食

の
開
発
・
研
究
）
④
宗
像
茶

道
協
会
に
よ
る
島
の
子
ど
も

た
ち
の
茶
道
教
室
⑤
宗
像
山

笠
振
興
会
に
よ
る
４
山
笠

（
地
島
、
鐘
崎
、
大
島
、
田

熊
）
の
連
携
な
ど
。
ま
た
、

こ
れ
と
は
別
に
民
間
同
士
に

よ
る
動
き
も
芽
を
出
し
て
い

ま
す
。

　「
ど
う
し
て
こ
の
島
に
こ

ん
な
に
元
気
な
風
が
吹
く
の

か
、
ど
ん
な
島
お
こ
し
の
土

壌
が
あ
る
の
か
」。
次
回
は

そ
の
あ
た
り
を
探
っ
て
み
ま

す
。

�

【
つ
づ
く
】

（
市
民
参
画
等
推
進
審
議
会

�

委
員
・
松
永
年
生
）

櫓
こ
ぎ
体
験
の
は
ず
が
、
い
つ

の
間
に
か
水
掛
け
合
戦
に

地
島…

潮
風
の
中
の
交
差
点

地
島…

潮
風
の
中
の
交
差
点

協
働
の「
波
」次
々
に

そ
の
１


